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中津川運動公園再整備と
　　総合センター耐震工事のお知らせ
 　長野県北部地震の影響により延期となっていた中津川運動公園の再整備事業と、耐震補強を行う
津南町総合センターの計画についてお知らせします。

　

中
津
川
運
動
公
園
は
、
１
１
７
号
大
倉
バ
イ
パ
ス
工
事
の
掘
削
土
置
き
場
と

し
て
、
長
年
使
用
で
き
な
い
状
態
が
続
い
て
い
ま
し
た
。

　

大
倉
バ
イ
パ
ス
工
事
の
完
了
と
と
も
に
再
整
備
を
進
め
る
こ
と
に
し
て
い
ま

し
た
が
、
長
野
県
北
部
地
震
等
の
影
響
で
、
工
期
と
工
事
内
容
の
変
更
を
余
儀

な
く
さ
れ
ま
し
た
。
今
年
度
も
雪
消
え
と
と
も
に
完
成
を
目
指
し
て
工
事
が
始

ま
っ
て
い
ま
す
。
野
球
場
を
含
め
、
現
在
の
中
津
川
運
動
公
園
を
利
用
さ
れ
て

い
る
皆
様
に
は
ご
不
便
を
お
か
け
し
ま
す
が
、
完
成
ま
で
ご
協
力
を
お
願
い
し

ま
す
。

■
完
成
予
定

　
平
成
24
年
12
月

■
工
事
費

　
約
３
億
９
千
万
円

　（
平
成
23
〜
24
年
度
）

■
整
備
内
容

①
野
球
場
は
、
現
状
の
ま
ま
で
す
が
、

マ
ウ
ン
ド
付
近
に
散
水
施
設
を
設

置
し
ま
す
。

②
バ
ッ
ク
ネ
ッ
ト
裏
に
観
覧
席
を
設

置
し
、
少
し
低
か
っ
た
と
こ
ろ
も

従
来
の
駐
車
場
の
高
さ
ま
で
埋
め

立
て
て
、
駐
車
場
と
駐
輪
場
を
設

置
し
ま
す
。

③
外
野
レ
フ
ト
側
の
外
側
は
駐
車
場

に
な
り
ま
す
。
全
体
的
に
野
球
場

に
向
か
っ
て
緩
や
か
な
ス
ロ
ー
プ

に
な
り
ま
す
。

④
昨
年
ま
で
あ
っ
た
作
業
用
の
土
砂

搬
入
路
は
無
く
な
り
ま
す
が
、
水

路
は
残
り
ま
す
。

⑤
国
道
か
ら
は
、
階
段
で
降
り
ら
れ

る
歩
道
を
作
り
ま
す
。

⑥
巾
2.5
メ
ー
ト
ル
、一
周
約
１
キ
ロ

メ
ー
ト
ル
の
ジ
ョ
ギ
ン
グ
・
ウ
オ
ー

キ
ン
グ
ロ
ー
ド
を
設
置
し
ま
す
。

⑦
サ
ッ
カ
ー
場
や
ゲ
ー
ト
ボ
ー
ル

コ
ー
ト
も
兼
ね
る
多
目
的
グ
ラ
ウ

ン
ド
は
、
４
０
０
メ
ー
ト
ル
ト

ラ
ッ
ク
３
レ
ー
ン
と
直
線
１
０
０

メ
ー
ト
ル
７
レ
ー
ン
、
走
り
幅
跳

び
、
走
り
高
跳
び
の
部
分
が
透
水

性
ゴ
ム
チ
ッ
プ
舗
装
と
な
り
、
雨

天
で
も
使
用
可
能
と
な
り
ま
す
。

（
ト
ラ
ッ
ク
内
側
の
サ
ッ
カ
ー
場

は
土
で
す
）

⑧
ゲ
ー
ト
ボ
ー
ル
コ
ー
ト
４
面
（
外

側
に
球
が
出
な
い
よ
う
に
ネ
ッ
ト

を
設
置
し
ま
す
）

⑨
テ
ニ
ス
コ
ー
ト
３
面
（
人
工
芝
、

ナ
イ
タ
ー
照
明
設
置
）

⑩
水
洗
式
ユ
ニ
ッ
ト
ト
イ
レ（
男
、女
、

車
い
す
対
応
ト
イ
レ
）１
か
所

⑪
更
衣
室
１
か
所
、
用
具
入
れ
倉
庫

３
か
所

⑫
ス
ペ
ー
ス
が
限
ら
れ
て
い
る
の
で

十
分
な
子
ど
も
用
の
遊
具
は
整
備

で
き
ま
せ
ん
が
、
ブ
ラ
ン
コ
や
滑

り
台
、
ム
ー
ビ
ン
グ
木
馬
を
設
置

し
、
そ
こ
か
ら
既
存
の
芝
生
公
園

へ
降
り
ら
れ
る
よ
う
に
連
絡
用
階

段
を
設
置
し
、
一
体
と
な
っ
た
活

用
が
し
や
す
い
よ
う
に
し
ま
す
。

⑬
公
園
へ
の
進
入
路
は
直
線
的
に
な

り
、
車
両
等
の
乗
り
入
れ
が
容
易

に
な
り
ま
す
。

⑭
テ
ニ
ス
コ
ー
ト
以
外
の
施
設
（
グ

ラ
ウ
ン
ド
、
ゲ
ー
ト
ボ
ー
ル
コ
ー

ト
）
の
夜
間
の
使
用
は
想
定
し
て

お
り
ま
せ
ん
が
、
危
険
防
止
の
た

め
に
防
犯
灯
を
設
置
し
ま
す
。

■
完
成
予
定

　
平
成
25
年
３
月

■
工
事
費

　
約
１
億
２
千
万
円

■
整
備
内
容

①
耐
震
改
修
工
事

　
耐
震
強
度
が
不
足
し
て
い
る
屋
根

部
分
の
改
修
を
行
い
ま
す
。
足
場

を
体
育
館
に
か
け
て
補
強
工
事
を

行
い
ま
す
の
で
、お
お
む
ね
４
か
月

強
の
間
、使
用
で
き
な
く
な
り
ま
す
。

②
屋
根
改
修
工
事
〜
老
朽
化
し
た
既

存
屋
根
材
を
撤
去
し
て
新
し
く
し

ま
す
。

③
外
壁
改
修
工
事
〜
外
壁
の
塗
り
替
え

を
行
い
、ひ
び
割
れ
を
補
修
し
ま
す
。

④
ス
ロ
ー
プ
改
修
工
事
〜
玄
関
内
部

に
ス
ロ
ー
プ
を
新
設
し
ま
す
。

⑤
１
・
２
階
ト
イ
レ
改
修
工
事
〜
床
段

差
を
な
く
し
、内
装
を
新
し
く
し
て
、

洋
式
便
器
・
手
洗
い
器
を
新
し
く
す

る
と
と
も
に
、シ
ャ
ワ
ー
は
お
湯
が

使
え
る
よ
う
に
す
る
予
定
で
す
。

⑥
３
階
ギ
ャ
ラ
リ
ー
改
修
工
事

　
ロ
ッ
カ
ー
ル
ー
ム
の
壁
を
撤
去

し
、ワ
ン
フ
ロ
ア
ー
と
し
、多
目
的

に
使
え
る
ス
ペ
ー
ス
と
し
ま
す
。

⑦
空
調
改
修
工
事

　
１
階
職
業
指
導
室
と
和
室
に
エ
ア

コ
ン
を
設
置
し
、
利
用
し
や
す
く

し
ま
す
。

⑧
そ
の
他

　
職
業
指
導
室
の
内
部
を
改
修
し
、

使
い
勝
手
を
向
上
さ
せ
る
ほ
か
、

体
育
館
の
雨
漏
り
部
分
の
床
の
不

陸
調
整
等
を
行
う
予
定
で
す
。

　
な
お
、
今
回
お
知
ら
せ
し
た
内
容

は
、
現
在
実
施
設
計
の
途
中
の
内
容

で
す
の
で
、
今
後
、
工
事
内
容
が
多

少
変
更
す
る
こ
と
も
あ
り
ま
す
の
で

ご
了
承
く
だ
さ
い
。

津南町教育委員会　教育長　桑原正

Ｑ　

中
津
川
運
動
公
園
に
子
ど
も
が
遊
べ
る
公
園
や
サ
イ
ク
リ
ン
グ
コ
ー
ス
は

で
き
ま
す
か
？

Ａ
　
整
備
内
容
で
も
説
明
し
ま
し
た
が
、
公
園
自
体
の
広
さ
に
制
限
が
あ
り
広

い
ス
ペ
ー
ス
を
取
る
こ
と
が
で
き
ま
せ
ん
。
多
少
の
遊
具
を
設
置
し
ま
す

が
、既
存
の
芝
生
広
場
と
の
連
絡
通
路
も
設
置
し
ま
す
の
で
、併
せ
て
ご
利

用
く
だ
さ
い
。付
近
の
公
園
等
の
整
備
に
つ
い
て
は
、中
津
川
床と
こ

固
が
た
め

工こ
う
ぐ
ん群

の

進し
ん

捗
ち
ょ
く

等
も
視
野
に
入
れ
て
総
合
的
に
検
討
す
る
必
要
が
あ
る
と
考
え
ま
す
。

Ｑ　

総
合
セ
ン
タ
ー
の
改
修
工
事
期
間
中
の
施
設
利
用
は
ど
う
な
り
ま
す
か
？

Ａ
　
現
在
の
工
事
予
定
で
は
、
大
会
や
イ
ベ
ン
ト
等
で
体
育
館
を
使
う
予
定
が

混
ん
で
い
る
夏
場
は
体
育
館
以
外
の
工
事
を
先
行
さ
せ
、
大
き
い
利
用
が

少
な
く
な
る
11
月
か
ら
２
月
く
ら
い
ま
で
の
期
間
で
体
育
館
の
工
事
を
行

う
予
定
で
す
。
ま
た
、
一
階
部
分
の
改
修
も
行
い
ま
す
の
で
、
そ
の
期
間
は

利
用
で
き
な
い
部
屋
も
出
て
き
ま
す
。工
事
日
程
等
が
確
定
し
た
ら
、事
前

に
お
知
ら
せ
し
ま
す
の
で
、他
の
学
校
開
放
施
設
等
を
活
用
く
だ
さ
い
。

Ｑ　

総
合
セ
ン
タ
ー
は
改
修
す
る
よ
り
建
て
替
え
を
し
た
ほ
う
が
よ
い
の
で
は

な
い
で
す
か
？

Ａ
　
近
年
、地
震
等
の
大
規
模
な
災
害
が
多
発
し
て
お
り
、そ
れ
に
対
応
す
る
防

災
面
で
の
耐
震
補
強
が
今
回
の
工
事
の
最
優
先
目
的
で
す
。
施
設
の
更
新

計
画
は
、
大
き
な
経
費
負
担
を
伴
う
事
業
で
す
の
で
、
今
後
、
町
の
長
期
計

画
等
の
中
で
十
分
な
検
討
を
し
て
行
か
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
課
題
で
す
。

総
合
セ

ン
タ
ー
は
、建

築
後
40
年
以
上
が
経

過
し
、老
朽
化
が
進
ん
で
き

ま
し
た
。こ
の
施
設
は
、社
会
体
育

施
設
と
し
て
だ
け
で
は
な
く
、調
理
場
や

会
議
室
等
も
備
え
て
い
る
こ
と
か
ら
町
の
防

災
計
画
で
は
、大
割
野
や
正
面
等
中
心
地
域
の
避
難

場
所
の
一
つ
に
も
指
定
さ
れ
る
な
ど
、重
要
な
施
設
と
な
っ

て
い
ま
す
。そ
こ
で
、今
年
度
、総
合
セ
ン
タ
ー
の
耐
震
性
を
上
げ

て
、よ
り
安
全
な
施
設
と
す
る
た
め
の
改
修
工
事
を
行
う
こ
と
に
な
り

ま
し
た
。な
お
、こ
の
工
事
の
期
間
中
は
体
育
館
が
使
用
で
き
な
く
な
る
こ
と

も
あ
り
、こ
の
機
会
に
、少
し
で
も
使
い
勝
手
の
良
い
施
設
に
す
る
た
め
の
改

修
も
あ
わ
せ
て
行
う
こ
と
と
し
ま
し
た
。工
事
期
間
中
は
利
用
者
の
皆
さ
ん
に

ご
迷
惑
と
ご
不
便
を
お
か
け
す
る
こ
と
に
な
り
ま
す
が
、他
の
学
校
開
放
施
設

等
を
利
用
し
て
い
た
だ
く
な
ど
工
夫
と
や
り
く
り
を
し
て
い
た
だ
き
な
が
ら

ご
協
力
を
お
願
い
し
た
い
と
思
い
ま
す
。

よ
く
あ
る
質
問
に
お
答
え
し
ま
す
。

先月号の新成人代表者のお名前を誤って掲載いたしました。正しくは板場建太さんです。訂正してお詫びします。

中津川運動公園再整備と総合センター耐震工事のお知らせ
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 自立した子どもを育てよう
— 育ネットつなん教育懇談会（中津） —

 秋山郷の美しさを伝えたい
— 秋山郷観光大使に山本治之氏任命 —

 小型ショベルローダーを1年貸与

 大規模な水防演習に参加
— 5/27　信濃川・魚野川水防演習 —

 信濃川から見る景色は格別　— 第3回信濃川リバーフェスティバル —

 右・左・右　よく見て渡ろう
— 幼児交通安全教室 —

 来春 地元就職希望者増
　 ピンチでチャンス？

— 町内企業への就職先確保へのお願い —

　「強くて、やさしい子」を育てることを目標に、昨年度

から動きはじめた津南町教育委員会。その方針説明会を地

区ごとに行っています。5 月 15 日に中津小学校で行われ

た懇談会では、20 代の若者の意見を聞く場を設けました。

参加者の中からは「若者の意見を出せる機会が少ない」と

いう声も聞かれました。この懇談会は、今後も学校区ごと

に行われていきます。

　津南町、栄村にまたがる秋山郷の景色を約 2 年半かけ撮

影し、この春に写真集を発行したプロカメラマン山本治之

氏が、秋山郷観光大使に任命されました。山本氏は、秋山

郷の美しく神秘的な景色を今後、写真展などを通じて全国

に発信していきます。

　株式会社諸
もろおか

岡さまから、小型ショベルローダーを 1 年間

無償貸与されることになりました。これは、昨年度の豪雪

の様子をテレビで知り、小回りのきく同社の機械を役立て

てほしいということで実現されたものです。ありがとうご

ざいます。

　河川流域の市町村、国県の機関が連携して行う大規模な

水防演習に津南町消防団も参加しました。

　演習当日は、消防団員による演習だけでなく、防災ヘリ

も出動するなど、近年県内を襲う水害に対する備えの確認

を行いました。

　信濃川でゴムボートを使った川下り（ラフティング）を行うイベント「信濃川リバーフェスティバル」が行われました。

3 年ほど前から新たな観光資源として信濃川でのラフティングが行われており、このイベントでは、信濃川への関心を高め

てもらう目的から、地元住民に安価で体験してもらっています。クアハウス津南からスタートし、下船渡本村までを約 1 時

間かけて下ります。信濃川は、私たちのそばにいつもある川ですが、昔に比べ、魚を捕ったり、泳いだりといった接点が薄

らいでいるように感じられます。そんな時代ですが、参加者たちは、ラフティングを通して、水を浴び、肌で冷たさを感じ、

川の匂いを嗅ぎ、五感で川を身近に感じ共感することができたようです。

　各保育園での幼児と保護者を対象とした幼児交通安全教

室が開催されました。子どもの頃からしっかり交通ルール

を守って、事故にあわないよう注意しましょう。

　横断歩道で子どもが待っていたら、安全に渡れるように

ドライバーもご協力をお願いします。

　ハローワーク十日町の調べによると、来春の地元就職希

望者が、昨年の同時期と比較し増加していることがわかり

ました。

　そこで津南町では、町商工会と地元企業を町長とハロー

ワーク所長で訪問し来春の地元就職希望者の就職先確保の

ための依頼を行いました。

　昨今の厳しい経済情勢もあり、地元雇用を急に増やすこ

とは困難ではありますが地元へ就職する若者が増えること

は、少子高齢化となってしまった町の構造を変えるチャン

スでもあります。

　地元事業所の皆さまのご協力、またご家族のご支援をお

願いします。

↑ 行政説明だけでなく、若者の意見を聞く場を設けた中津地区

↑ 観光大使に任命された山本治之氏（中央右）↑ 1年間無償で貸し出されたショベルローダー

↑ 長岡の大手大橋脇の河川敷で木流し工法訓練をする町消防団員

①家族でも楽しめる!!　②参加者のみなさん　③正面集落から見た信濃川　④コース一番の難所「岨滝（そたき）」

↑ 手をあげて横断歩道を渡る子どもたち（上郷保育園）

↑町商工会長に来春卒業者への就職先確保の依頼をする津南町長とハ
ローワーク所長

Tsunan Event Sketch.

つ　な　ん
まちかど
スケッチ

④①

②

③
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か
わ
ら
ば
ん

か
わ
ら
ば
ん

見
て
・
知
っ
て
・
得
を
す
る
！

暮らしの
情報満載

見
て
・
知
っ
て
・
得
を
す
る
！

暮らしの
情報満載警

察
官
募
集

消
防
士
募
集

（
十
日
町
地
域
広
域
事
務
組
合
職
員
）

町
民
マ
ラ
ソ
ン
大
会

　
　
　
　
　
参
加
者
募
集

改
正
育
児
・
介
護
休
業
法
が

７
月
１
日
か
ら
全
面
施
行
さ
れ
ま
す

６
・
７
月
は
学
卒
者

求
人
確
保
強
化
月
間
で
す

警
察
官
を
次
の
と
お
り
募
集
し
ま
す
。

■
受
付
期
間

　
７
月
６
日
㈮
〜
８
月
16
日
㈭

　

平
成
25
年
度
採
用
の
職
員（
消
防
士
）を
次
の

と
お
り
募
集
し
ま
す
。

　

詳
細
に
つ
い
て
は
十
日
町
地
域
消
防
本
部
に

ご
確
認
く
だ
さ
い
。

■
募
集
職
種
・
人
数

　
消
防
士（
上
級
及
び
初
級
）
　
若
干
名

　

小
学
生
か
ら
一
般
参
加
者
が
総
合
セ
ン
タ
ー

周
辺
コ
ー
ス
を
駆
け
抜
け
ま
す
。大
勢
の
参
加
を

お
待
ち
し
て
い
ま
す
。

■
日
時

　
７
月
８
日
㈰
午
前
９
時
〜
受
付

■
種
目

・
小
学
１
・
２
年
男
女
　
　
　
２
㎞

・
小
学
３
・
４
年
男
女
　
　
　
２
㎞

・
小
学
５
・
６
年
男
女
　
　
　
２
㎞

・
中
学
生
・
高
校
生
・
一
般
　
３
㎞

・
一
般
（
高
校
生
を
除
く
）
　
２
㎞

■
会
場

　
津
南
町
総
合
セ
ン
タ
ー
周
辺

■
お
問
い
合
せ

　
津
南
町
総
合
セ
ン
タ
ー

　
℡
７
６
５-

５
７
７
６

　

改
正
育
児
・
介
護
休
業
法
で
従
業
員
数
が

１
０
０
人
以
下
の
事
業
主
に
適
用
が
猶
予
さ
れ

て
い
た
次
の
３
つ
の
制
度
に
つ
い
て
、平
成
24

　
新
潟
労
働
局
・
ハ
ロ
ー
ワ
ー
ク
で
は
、新
潟
県

ほ
か
関
係
機
関
と
連
携
し
て
、６
月
・
７
月
を

「
学
卒
者
求
人
確
保
強
化
月
間
」と
定
め
、平
成

25
年
３
月
新
規
学
卒
予
定
者
及
び
未
就
職
卒
業

者
を
対
象
と
す
る
求
人
の
確
保
を
強
化
す
る
こ

と
と
し
て
い
ま
す
。

　

事
業
主
の
皆
様
に
お
か
れ
ま
し
て
は
、学
卒

者
の
応
募
機
会
の
拡
大
に
つ
い
て
ご
理
解
と
ご

協
力
を
お
願
い
し
ま
す
。

■
お
問
い
合
わ
せ

　
十
日
町
ハ
ロ
ー
ワ
ー
ク

　
℡
７
５
７-

２
４
０
７

■
試
験
日
程

　
第
１
次
試
験
　
９
月
16
日
㈰

■
受
験
資
格

○
警
察
官
Ａ（
大
学
卒
業
者
）

　
昭
和
57
年
４
月
２
日
以
降
生
ま
れ
で
、
大
学

卒
業
者
ま
た
は
平
成
25
年
３
月
31
日
ま
で
に
卒

業
見
込
み
の
者

○
警
察
官
Ｂ（
大
学
卒
業
者
以
外
）

　
昭
和
57
年
４
月
２
日
〜
平
成
７
年
４
月
１
日

ま
で
に
生
ま
れ
た
者
で
警
察
官
Ａ
の
受
験
資
格

が
な
い
者

■
採
用
予
定
日

　
平
成
25
年
４
月

■
お
問
い
合
わ
せ

　
十
日
町
警
察
署（
℡
７
５
２-
０
１
１
０
）ま
た

は
新
潟
県
警
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
を
ご
覧
く
だ
さ
い
。

■
受
験
資
格

・
共
通

①
身
体
強
健
で
、
大
型
自
動
車
運
転
免
許
取
得

可
能
な
人

②
十
日
町
市
・
津
南
町
に
居
住
可
能
な
人

※
昭
和
62
年
４
月
２
日
以
降
に
生
ま
れ
た
人

・
上
級

　
大
学
卒
業
者（
来
春
卒
業
見
込
者
含
む
）

・
初
級

高
校
卒
業
者（
来
春
卒
業
見
込
者
、短
期
大
学

な
ど
上
位
の
学
校
の
卒
業
者
ま
た
は
在
学
者

含
む
）

※
上
級
有
資
格
者
は
初
級
試
験
の
受
験
不
可
。

■
試
験
方
法【
第
１
次
試
験
】

・
期
日
　
８
月
19
日
㈰

・
会
場
　
受
験
者
に
通
知

・
試
験
科
目

教
養
試
験
、
消
防
適
性
検
査
、
作
文
、
体
力

試
験

※
１
次
試
験
合
格
者
に
は
、
後
日
２
次
試
験
を

実
施
し
ま
す
。

■
受
験
申
込
み

　
７
月
２
日
㈪
〜
20
日
㈮

■
お
問
い
合
せ
・
申
込
先

　
十
日
町
地
域
消
防
本
部
総
務
課
庶
務
広
報
係

　
℡
７
５
７-

１
５
５
６

熱
中
症津

南
病
院
内
科
　
村
山
　
伸
介

熱
中
症
は
、身
体
に
異
常
に
熱
が
こ
も
っ
た
り
、

脱
水
に
な
っ
た
り
し
て
引
き
起
こ
さ
れ
る
適
応
不

全
の
状
態
の
総
称
で
す
。し
た
が
っ
て
１
年
中
、屋

内
・
屋
外
を
問
わ
ず
ま
た
誰
に
で
も
お
こ
り
得
る

症
状
で
す
。

急
激
な
温
度
上
昇
時
や
作
業
を
始
め
た
数
日
間

は
、特
に
か
か
り
や
す
く
注
意
が
必
要
で
す
。５
歳

以
下
の
幼
児
や
65
歳
以
上
の
高
齢
者
は
、周
囲
の

人
が
気
を
つ
け
な
け
れ
ば
な
り
ま
せ
ん
。健
康
な

大
人
で
も
脱
水
状
態
、発
熱
、睡
眠
不
足
な
ど
の
体

調
不
良
の
時
に
は
注
意
し
て
く
だ
さ
い
。心
臓
病

や
高
血
圧
、糖
尿
病
の
薬
の
中
に
は
、体
温
調
節
な

ど
の
生
体
防
御
反
応
に
影
響
を
与
え
る
も
の
が
あ

り
ま
す
の
で
服
薬
し
て
い
る
か
た
は
主
治
医
と
ご

相
談
く
だ
さ
い
。

予
防
と
し
て
は
無
理
を
せ
ず
休
憩
を
取
り
、睡

眠
も
十
分
に
取
り
ま
し
ょ
う
。ま
た
水
分
や
塩
分

の
補
給
を
こ
ま
め
に
行
な
い
ま
し
ょ
う
。そ
の
際
、

い
わ
ゆ
る
ス
ポ
ー
ツ
ド
リ
ン
ク
は
、熱
中
症
対
応

に
は
力
不
足
で
塩
分
の
補
給
に
は
味
噌
汁
や
ス
ー

プ
な
ど
塩
気
を
感
じ
ら
れ
る
位
が
適
当
で
す
。お

茶
と
漬
物
も
良
い
組
み
合
わ
せ
で
す
。一
過
性
の

過
剰
な
塩
分
摂
取
は
ま
っ
た
く
心
配
な
く
、む
し

ろ
水
分
の
み
の
補
給
が
続
く
と
、水
中
毒
に
な
っ

て
し
ま
い
ま
す
。こ
う
な
る
と
非
常
に
強
い
倦
怠

感
に
お
そ
わ
れ
、生
命
が
危
険
な
状
態
に
な
り
か

ね
ま
せ
ん
。

熱
中
症
に
な
っ
て
し
ま
っ
た
ら
、涼
し
い
場
所

に
移
動
し
水
分
や
塩
分
を
少
し
ず
つ
補
給
し
ま
す
。

さ
ら
に
少
量
の
水
を
か
ぶ
っ
た
り
、濡
れ
タ
オ
ル

な
ど
で
冷
や
し
た
り
し
、周
り
の
人
に
助
け
を
求

め
ま
し
ょ
う
。場
合
に
よ
っ
て
は
病
院
へ
の
受
診

を
検
討
し
て
く
だ
さ
い
。

＜実施された行事＞
〔５月〕
	 25日	 新潟県特別豪雪地帯市町村議会定期総会
　29日	 第37回全国町村議会議長・副議長研修会
　30日
〔６月〕
	 5日	 全員協議会
	 5日	 議会運営委員会
	 12日	 平成24年第2回津南町議会定例会開会
〜14日

＜今後の行事予定＞
〔６月〕
	 27日	 町有林現地調査
	 29日	 新潟県町村議長会臨時総会
〔７月〕
	 5日	 全員協議会
	 11日	 埼玉県狭山市議会との懇談会（狭山市）

　毎月10日までに100日運動カードを提出いただい
たかたを、このコーナーでご紹介します。（敬称略）

	 3800日	 桑原マサノ（貝坂）	
	 3400日	 桑原セエ（米原）	
	 2800日	 涌井元實（宮野原）	
	 700日	 大倉時江（小下里）	
	 100日	 大平重雄（割野）、福原久（外丸）	

主な運動：水中運動、健骨体操、ラジオ体操、踊り。

健康体力づくり100日運動

老
齢
基
礎
年
金
は
、
20
歳
か
ら
60

歳
に
な
る
ま
で
の
40
年
間
、保

険
料
を
納
め
な
け
れ
ば
、
満
額
の
年

金
を
受
け
取
る
こ
と
が
で
き
ま
せ
ん
。

　
昭
和
61
年
３
月
以
前
の
サ
ラ
リ
ー

マ
ン
世
帯
の
専
業
主
婦
や
平
成
３
年

３
月
以
前
の
学
生
に
つ
い
て
は
、
国

民
年
金
へ
加
入
す
る
か
ど
う
か
は
、

ご
本
人
の
意
思
で
決
め
ら
れ
て
い
ま

し
た
。
国
民
年
金
に
加
入
し
て
い
な

か
っ
た
期
間
や
、
や
む
得
な
い
事
情

に
よ
り
国
民
年
金
保
険
料
を
納
め
ら

れ
な
か
っ
た
期
間
は
、
そ
れ
に
応
じ

て
年
金
額
も
少
な
く
な
り
ま
す
。
こ

の
よ
う
な
場
合
で
保
険
料
の
納
付
期

間
が
40
年
間
（
４
８
０
月
）
に
満
た

な
い
か
た
は
、
60
歳
か
ら
65
歳
に
な

る
ま
で
の
間
に
国
民
年
金
に
任
意
加

入
し
て
、
満
額
の
年
金
に
近
づ
け
る

こ
と
が
で
き
ま
す
。
任
意
加
入
対
象

者
は
次
の
条
件
を
全
て
満
た
す
か
た

と
な
り
ま
す
。

①
国
内
に
住
所
を
有
す
る
60
歳
以
上

65
歳
未
満
の
か
た

②
老
齢
基
礎
年
金
の
繰
り
上
げ
支
給

を
受
け
て
い
な
い
か
た

③
20
歳
か
ら
60
歳
ま
で
の
年
金
保
険

料
の
納
付
月
数
が
４
８
０
月
未
満

の
か
た

　
な
お
、
老
齢
基
礎
年
金
を
受
給
す

る
た
め
に
は
、
保
険
料
の
納
付
済
期

間
や
保
険
料
の
免
除
期
間
等
が
原
則

と
し
て
25
年
以
上
必
要
と
な
り
ま
す

が
、
こ
の
要
件
を
満
た
し
て
い
な
い

場
合
は
、
70
歳
に
な
る
ま
で
任
意
加

入
す
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。

【
お
問
い
合
わ
せ
】

・
六
日
町
年
金
事
務
所

　
℡
０
２
５
‐
７
１
６
‐
０
８
０
０

・
税
務
町
民
課
町
民
班

　
℡
７
６
５
‐
３
１
１
３

年
７
月
１
日
か
ら
全
て
の
事
業
主
に
適
用
に
な

り
ま
す
。

①
短
時
間
勤
務
制
度

　
３
歳
未
満
の
子
の
育
児
の
た
め
に
１
日
の
所

定
労
働
時
間
を
原
則
６
時
間
以
下
と
す
る
こ
と

が
で
き
る
制
度
で
す
。

②
所
定
外
労
働
時
間
の
免
除

　
３
歳
未
満
の
子
の
育
児
の
た
め
に
残
業
が
免

除
さ
れ
る
制
度
で
す
。

③
介
護
休
暇

　
介
護
な
ど
の
必
要
が
あ
る
場
合
、
そ
の
日
に

つ
い
て
仕
事
を
休
む
こ
と
が
で
き
る
制
度
で
す
。

■
お
問
い
合
わ
せ

　
新
潟
労
働
局
雇
用
均
等
室

　
℡
０
２
５
‐
２
８
８
‐
３
５
１
１

国
民
年
金
の

　
任
意
加
入
制
度
に
つ
い
て
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地
域
包
括
支
援
セ
ン
タ
ー
で
す

こんにちは
　
町
で
は
、
在
宅
で
介
護
を
し
て
い
る
か
た
を

対
象
に
「
つ
な
ん
在
宅
介
護
教
室
」
を
今
年
度

も
開
催
し
ま
す
。
こ
の
教
室
は
、
要
介
護
者
の

病
気
を
理
解
し
、
介
護
方
法
や
対
応
、
知
識
を

学
ぶ
こ
と
に
よ
り
、
介
護
負
担
の
軽
減
を
図
る

と
と
も
に
、
介
護
者
同
士
の
交
流
を
目
的
に
開

催
し
ま
す
。

　
家
庭
で
介
護
を
行
っ
て
い
る
か
た
や
関
心
の

あ
る
か
た
の
参
加
を
お
待
ち
し
て
お
り
ま
す
。

※
事
業
の
一
部
を
町
内
２
カ
所
の
社
会
福
祉
法

人
に
委
託
し
て
実
施
し
ま
す
。

　
各
教
室
開
催
前
に
は
、
町
広
報
紙
な
ど
詳
細

を
お
知
ら
せ
い
た
し
ま
す
の
で
、
参
加
を
希
望

さ
れ
る
か
た
は
、
そ
の
都
度
申
込
願
い
ま
す
。

（
参
加
希
望
者
に
は
会
場
ま
で
の
送
迎
を
行
う

回
も
あ
り
ま
す
。）

　
今
年
度
は
以
下
の
日
程
で
開
催
す
る
予
定
で
す
。

　
認
知
症
の
か
た
を
在
宅
で
介
護
し
て
い
る
家

族
の
か
た
を
対
象
に「
認
知
症
家
族
介
護
教
室
」

（
さ
く
ら
会
）
を
開
催
し
て
い
ま
す
。

　
日
常
の
困
っ
て
い
る
こ
と
、
工
夫
し
て
い
る

こ
と
な
ど
話
し
合
い
を
し
な
が
ら
負
担
軽
減
・

介
護
疲
れ
を
解
消
す
る
こ
と
な
ど
を
目
的
に
開

催
し
て
い
ま
す
。

　
ま
た
、
認
知
症
の
か
た
が
利
用
で
き
る
サ
ー

ビ
ス
な
ど
に
つ
い
て
も
紹
介
し
ま
す
。

　
実
際
に
介
護
を
し
て
い
る
か
た
や
関
心
の
あ

る
か
た
、
過
去
に
介
護
経
験
の
あ
る
か
た
や
男

性
介
護
者
の
か
た
な
ど
の
参
加
を
お
待
ち
し
て

お
り
ま
す
。

【
今
年
度
の
予
定
】（
会
場:

町
保
健
セ
ン
タ
ー
）

　
６
月
26
日
㈫

　
８
月
９
日
㈭

　
10
月
９
日
㈫

　
12
月
11
日
㈫

　
２
月
19
日
㈫

※
こ
の
他
、
男
性
介
護
者
の
集
い
を
計
画
し
て

い
ま
す
。

　
介
護
の
疲
れ
を
い
や
し
、
心
身
の
リ
フ
レ
ッ

シ
ュ
を
は
か
る
こ
と
を
目
的
に
介
護
者
交
流

（
リ
フ
レ
ッ
シ
ュ
）事
業
を
年
２
回
実
施
し
ま
す
。

※
事
業
の
実
施
を
町
社
会
福
祉
協
議
会
に
委
託

し
て
実
施
し
ま
す
。

つ
な
ん
在
宅
介
護
教
室

”介
護
の
知
識
や
対
応
を
学
ぼ
う
“

認
知
症
家
族
教
室（
さ
く
ら
会
）

”同
じ
経
験
を
持
つ
仲
間
と
交
流
し
ま
し
ょ
う
“

介
護
者
の
つ
ど
い

”介
護
者
交
流
（
リ
フ
レ
ッ
シ
ュ
）
事
業
“

　
介
護
を
長
続
き
さ
せ
る
コ
ツ

　
　
〜
上
手
な
対
応
と
適
度
な
息
抜
き
〜

介
護
教
室
の
お
知
ら
せ

７
月
12
日
㈭

・
内
容
　
認
知
症
サ
ポ
ー
タ
ー
養
成
講
座

・
会
場
　
役
場
３
階
大
会
議
室

８
月
29
日
㈬

・
内
容
　
福
祉
用
具
と
住
宅
改
修
の
ポ
イ
ン
ト

・
会
場
　
役
場
３
階
大
会
議
室

　10
月
24
日
㈬

・
内
容
　
口
腔
ケ
ア
に
つ
い
て

・
会
場
　
役
場
３
階
大
会
議
室

12
月
１
日
㈯

・
内
容
　
介
護
者
の
リ
フ
レ
ッ
シ
ュ
・
認
知
症

高
齢
者
の
レ
ク
リ
エ
ー
シ
ョ
ン

・
会
場
　
ク
ア
ハ
ウ
ス
津
南

平
成
25
年
３
月
13
日
㈬

・
内
容
　
高
齢
者
の
食
事
づ
く
り

・
会
場
　
町
保
健
セ
ン
タ
ー

　
在
宅
で
要
介
護
高
齢
者
の
介
護
に
あ
た
っ
て

い
る
か
た
や
障
害
を
持
っ
て
お
ら
れ
る
か
た
の

介
護
に
あ
た
っ
て
い
る
か
た
の
参
加
を
お
待
ち

し
て
お
り
ま
す
。

　
今
年
度
の
１
回
目
の
日
程
な
ど
は
以
下
の
と

お
り
で
す
。

８
月
５
日
㈰

・
内
容
　
在
宅
介
護
者
１
日
慰
安
旅
行

・
行
き
先
　
柏
崎
方
面

　　
２
回
目
の
内
容
な
ど
に
つ
い
て
は
決
定
し
ま

し
た
ら
、
町
広
報
紙
な
ど
で
お
知
ら
せ
い
た
し

ま
す
。

※
各
事
業
と
も
、
日
程
、
内
容
、
会
場
が
変
更

に
な
る
場
合
が
あ
り
ま
す
の
で
、
ご
了
承
願

い
ま
す
。

☆
各
事
業
に
つ
い
て
の
お
問
い
合
わ
せ

・
つ
な
ん
在
宅
介
護
教
室

・
認
知
症
家
族
教
室

　
津
南
町
地
域
包
括
支
援
セ
ン
タ
ー

　
℡
７
６
５
‐
５
４
５
５

・
介
護
者
の
つ
ど
い
（
介
護
者
交
流
事
業
）

　
津
南
町
社
会
福
祉
協
議
会

　
℡
７
６
５
‐
３
７
７
４

　

昨
年
度
か
ら
「
つ
な
が
り
」
を
キ
ー
ワ
ー
ド
に
「
あ
く
し
ゅ
・
あ
い
さ
つ
・

あ
り
が
と
う
」
を
た
い
せ
つ
に
し
て
「
元
気
づ
く
り
と
幸
せ
づ
く
り
」
を
目
指

し
て
、
Ｔタ

ッ

プ
ａ
ｐ
と
い
う
組
織
が
活
動
を
始
め
て
い
ま
す
。

　

今
回
は
現
在
ま
で
に
実
施
し
て
き
た
イ
ベ
ン
ト
や
教
室
の
活
動
報
告
と
今
後

の
お
知
ら
せ
を
し
ま
す
。

　

Ｔ
ａ
ｐ
で
は
ス
ポ
ー
ツ
振
興
く
じ
ｔ
ｏ
ｔ
ｏ
の
助
成
を
受
け
て
平
成
25
年
２

月
に
総
合
型
地
域
ス
ポ
ー
ツ
ク
ラ
ブ
の
設
立
を
目
指
し
て
い
ま
す
。

【
　
Ｔ
ｓ
ｕ
ｎ
ａ
ｎ
豪
雪
地
面
出
し
競
争
　
】

　
４
月
14
日
に
第
１
回
Ｔ
ｓ
ｕ
ｎ
ａ
ｎ
豪
雪
地
面
出

し
競
争
が
開
催
さ
れ
ま
し
た
。
今
年
は
豪
雪
だ
っ
た

こ
と
も
あ
り
４
月
に
も
関
わ
ら
ず
積
雪
が
１
ｍ
40
㎝

も
残
っ
て
い
ま
し
た
。
優
勝
チ
ー
ム
は
な
ん
と
４
分

50
秒
で
地
面
を
出
し
ま
し
た
！

【
　
エ
ン
ジ
ョ
イ
ラ
イ
フ
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
　
】

■
ぴ
ん
ぽ
ん
卓
球
＆
楽
ら
く
エ
ア
ロ
ビ
ク
ス

　
２
月
か
ら
始
め
た
卓
球
と
エ
ア
ロ
ビ
ク
ス
は
好
評

に
つ
き
現
在
も
活
動
を
続
け
て
い
ま
す
。
40
代
〜
60

代
の
か
た
が
た
が
毎
回
楽
し
い
汗
を
流
し
て
い
ま

す
。
皆
さ
ん
も
一
度
足
を
運
ん
で
み
ま
せ
ん
か
？

【
　
キ
ッ
ズ
わ
ん
ぱ
く
ラ
ン
ド
　
】

■
え
い
ご
で
あ
そ
ぼ

　
６
月
10
日
に
保
育

園
児
と
小
学
校
低
学

年
を
対
象
に
「
え
い

ご
で
あ
そ
ぼ
」
を
開

催
し
ま
し
た
。
教
室

内
で
は
先
生
と
子
ど

も
た
ち
が
楽
し
く
英

語
と
親
し
ん
で
い
ま

し
た
。

で
い
こ
う

で
い
こ
う

　【　今後のスケジュール　】

○キッズわんぱくランド

■帰宅前にあそんじゃおう！

　対象：保育園児と保護者

　日程：７月 ６日㈮　北部保育園

　　　　７月23日㈪　ひまわり保育園

　時間：16時15分〜17時30分

　料金：1人300円（1人毎追加100円）

○キッズプレスポ

　対象：小学生１〜３年生

　日程：6月22日、29日、7月6日、13日㈮

　時間：19時00分〜20時30分

　場所：津南町総合センター職業指導室

　料金：保険代1,000円

　　　　チケット11枚4,000円　5枚2,000円

　※参加1回につき1枚必要です。

○エンジョイライフプロジェクト

■ぴんぽん卓球

　対象：40代〜60代までのどなたでも

　日程：6月25日㈪、7月2日㈪、9日㈪

　時間：20時00分〜21時00分

　場所：津南町総合センター体育館

　料金：1,000円または1回500円

■楽らくエアロビクス

　対象：40代〜60代までのどなたでも

　日程：毎週月曜日

　時間：（昼）10時30分〜11時30分

　　　　 （夜）19時00分〜20時00分

　場所：津南町総合センター職業指導室

　料金：チケット11枚4,000円　5枚2,000円

　※参加1回につき1枚必要です。

○小松原湿原散策

　対象：小学生から大人まで

　日程：6月30日㈯

　時間：8時30分〜15時00分

　集合：なじょもん

　料金：900円

○津南を愛する若者よ　集え！

■oni	game

　日程：７月14日㈯

　会場：なじょもん

　対象：20歳以上40歳未満

　料金：別途徴収

　※終了後にはＢＢＱ開催も企画中
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つ
な
ん
の
文
芸

本とわたし
−山田勲さんから

監修/川口由一　著者/鏡山悦子　出版社/南方新社

春
が
訪
れ
、
田
や
畑
に
稲
や
種
を
ま

く
。
こ
の
一
つ
の
作
業
か
ら
収
穫
ま
で
の

間
、
人
に
よ
っ
て
栽
培
方
法
が
違
い
ま

す
。
そ
の
中
で
、
こ
の
本
の
川
口
由
一
さ

ん
は
、
耕
さ
ず
、
持
ち
込
ま
ず
、
持
ち
出

さ
ず
、
草
や
虫
を
敵
と
せ
ず
の
栽
培
方
法

を
行
わ
れ
て
い
ま
す
。
い
わ
ゆ
る
「
自
然

農
」
と
い
う
方
法
で
す
。「
自
然
農
」
と
は
、

開
墾
の
時
に
畝う
ね

を
作
り
、
そ
の
ま
ま
使
い

続
け
ま
す
。

一
見
馬
鹿
げ
た
栽
培
方
法
で
す
が
、
自

然
の
サ
イ
ク
ル
に
従
い
、
虫
や
草
の
生
と

死
を
見
つ
め
、
時
と
共
に
作
物
を
栽
培
し

ま
す
。

こ
の
本
に
稲
作
、
畑
作
の
栽
培
方
法
、

採
取
方
法
、
保
存
の
仕
方
な
ど
が
細
か
く

説
明
さ
れ
て
い
ま
す
。
そ
の
中
で
命
の
尊

さ
、
大
調
和
の
生
命
の
世
界
を
教
え
て
く

れ
ま
す
。

耕
し
、
肥
料
を
与
え
、
草
を
根
こ
そ
ぎ

引
き
抜
き
、
農
薬
や
、
除
草
剤
を
ま
く
。

こ
の
当
た
り
前
で
あ
っ
た
作
業
の
根
底
を

覆
し
て
く
れ
た
の
が
こ
の
本
で
す
。

僕
も
畑
や
田
ん
ぼ
を
や
っ
て
い
ま
す
。

も
ち
ろ
ん
耕
す
し
、
ト
ラ
ク
タ
ー
も
使
用

し
て
い
ま
す
。
し
か
し
、
畑
の
片
隅
に
、

こ
の
川
口
由
一
さ
ん
の
「
自
然
農
」
畑
を

作
り
、
小
さ
な
面
積
で
、
自
家
用
の
畑
を

作
り
ま
し
た
。
多
収
穫
で
は
な
し
、
大
き

さ
も
大
小
様
々
で
す
が
、
野
菜
は
と
れ
ま

す
。
味
は
抜
群
に
お
い
し
い
で
す
。

こ
の
栽
培
方
法
を
は
じ
め
た
理
由
は
、

自
分
の
子
ど
も
が
産
ま
れ
、
子
ど
も
に
自

然
の
ま
ま
の
野
菜
を
食
べ
さ
せ
た
い
と

思
っ
た
こ
と
と
、
東
日
本
大
震
災
を
き
っ

か
け
に
自
分
た
ち
の
子
孫
に
残
し
て
い
き

た
い
、
守
っ
て
い
き
た
い
地
球
、
せ
め
て

こ
れ
以
上
は
汚
し
て
は
い
け
な
い
と
強
く

思
っ
た
か
ら
で
す
。

人
ひ
と
り
の
存
在
に
大
き
な
意
味
が
あ

る
よ
う
に
、
草
一
本
、
虫
一
匹
に
も
大
き

な
意
味
が
あ
る
は
ず
で
す
。

庭
の
片
隅
で
も
、
ほ
ん
の
わ
ず
か
な
場

所
で
も
い
い
の
で
、
ぜ
ひ
、
こ
の
川
口
さ

ん
の
農
法
が
広
が
る
こ
と
を
強
く
願
い
こ

の
本
を
紹
介
し
ま
し
た
。

分
か
り
づ
ら
い
文
章
で
申
し
訳
な
く
思

い
ま
す
。
最
後
ま
で
お
付
き
合
い
あ
り
が

と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。

次
は
、佐
藤
信
之
さ
ん
を
ご
紹
介
し
ま
す
。

自然農・栽培の手引き− いのちの営み、田畑の営み −
紹介する本

原
はら

田
だ

義
よしかず

一さん	（中子）

弥生 −Ma r c h −

高橋順子／文　佐藤秀明／写真　2,400円（税別）　小学館

「雨の名前」

一年を通して、「雨」を表す名前を多く持っている日本。
「雨」がこんなにも私たちの暮らしと繋がっているとはー、
新たな視点で「雨」を味わう一冊です。

夏げ
至し

の
前
後
、
６
月
上
旬
か
ら
７
月

下
旬
に
か
け
て
長
く
降
り
続
く
雨
、

「
梅つ

ゆ雨
」
の
時
季
で
す
。

　

こ
の
「
梅
雨
」
と
い
う
現
象
、
地
球
規

模
で
見
る
と
中ち
ゅ
う

国ご
く

長ち
ょ
う

江こ
う

流り
ゅ
う

域い
き

、
朝ち
ょ
う

鮮せ
ん

半は
ん

島と
う

南な
ん

部ぶ

、
そ
し
て
日
本
の
み
の
現
象
と
の
こ

と
。「
つ
ゆ
」
の
語
源
に
は
諸
説
あ
る
よ

う
で
す
が
、「
梅
」
の
字
を
当
て
る
の
は
、

梅
の
実
が
黄お
う

熟じ
ゅ
く

す
る
こ
ろ
と
季と
き

が
重
な
る

た
め
の
よ
う
で
す
。

　

６
月
と
い
え
ば
、
洗
濯
物
が
乾
か
な
い
、

食
べ
物
の
保
存
に
気
を
使
う
、
じ
と
ー
っ

と
し
た
マ
イ
ナ
ス
イ
メ
ー
ジ
が
強
い
で
す

が
、
今
月
の
一
冊
「
雨
の
名
前
」
の
著
者

は
、
こ
ん
な
ふ
う
に
文
中
で
表
現
し
て
い

ま
す
。『
季
節
の
雨
、
朝
晩
の
雨
、
強
弱
、

大
小
、
あ
る
時
は
し
っ
と
り
と
降
り
か
か

る
雨
に
一い
っ

喜き

一い
ち

憂ゆ
う

、
そ
れ
ぞ
れ
を
ふ
さ
わ

し
い
名
で
呼
ん
で
き
た
よ
う
だ
。

−

中
略

−

そ
こ
に
は
雨
の
物
語
が
あ
る
。』

　

確
か
に
、
心
待
ち
に
し
て
い
た
行
事
や

イ
ベ
ン
ト
も
、
雨
に
降
ら
れ
た
と
き
ほ
ど

記
憶
は
鮮
明
に
残
っ
た
り
も
し
ま
す
。
雨

で
な
か
っ
た
ら
出
合
う
こ
と
の
な
か
っ
た

も
う
一
つ
の
物
語
が
そ
こ
に
は
あ
っ
た
か

ら
こ
そ
、
印
象
に
残
っ
て
い
る
と
い
う
こ

と
で
し
ょ
う
か
。

　

雨
の
中
、
皆
さ
ん
も
物
語
を
探
し
に
出

か
け
て
み
て
は
い
か
か
で
し
ょ
う
。

　

今
月
は
、
雨
が
恋
し
く
な
っ
て
し
ま
う

よ
う
な
本
を
ご
紹
介
し
た
い
と
思
い
ま
す
。

「
み
ず
　
ち
ゃ
ぽ
ん
」

新あ
ら

井い

洋ひ
ろ
ゆ
き行

／
作
、
童ど
う
し
ん
し
ゃ

心
社

　
「

−

ぴ
ち
ゃ

−

」、
次
に
ペ
ー
ジ
を
め
く

る
と
「
ぽ
と
　
ぽ
た
　
ぽ
し
ゃ
」
ペ
ー
ジ

を
め
く
る
ご
と
に
増
し
な
が
ら
落
ち
て
く

る
「
水
」
の
量
に
思
わ
ず
期
待
し
て
し
ま

い
ま
す
。
音
も
つ
い
声
に
出
し
た
く
な
り

ま
す
。

　
あ
〜
早
く
雨
の
日
に
な
ら
な
い
か
な
!!

「
雨
の
日
の
か
ん
た
ん
あ
そ
び
」

頭と
う
き
ん金

多た

え絵
／
著
、
ナ
ツ
メ
社

　
雨
の
日
の
室
内
遊
び
?!
い
や
い
や
、
そ

れ
だ
け
で
は
あ
り
ま
せ
ん
。「
雨
の
日
で

も
で
き
る
外
遊
び
」
で
す
。
も
ち
ろ
ん
晴

れ
の
日
の
よ
う
に
長
時
間
と
い
う
わ
け
に

は
い
き
ま
せ
ん
が
、
短
時
間
限
定
の
楽
し

い
外
遊
び
ア
イ
デ
ア
満
載
。
ご
っ
こ
遊
び
、

造
形
遊
び
、
言
葉
遊
び
、
歌
あ
そ
び
、
お

話
遊
び
、
と
各
ジ
ャ
ン
ル
で
紹
介
。
頼
も

し
い
保
育
の
味
方
と
な
る
一
冊
で
す
。

「
ひ
と
し
ず
く
の
水  A

 D
R

O
P

 O
F 

W
A

TER

」ウ
ォ
ル
タ
ー
・
ウ
ィ
ッ
ク
／
著

林は
や
し

田だ

康こ
う
い
ち一

／
訳
、
あ
す
な
ろ
書
房

　
ひ
と
し
ず
く
の
水
か
ら
、
見
え
て
く
る

さ
ま
ざ
ま
な
こ
と

−

。
最
後
に
ご
紹
介

す
る
の
は
、
ひ
と
し
ず
く
の
水
の
”
終
わ

り
の
な
い
旅
“。
水
は
絶
え
ず
地
球
を
め

ぐ
っ
て
い
ま
す
。
時
に
姿
を
変
え
、
と
き

に
目
に
は
見
え
な
い
空
気
の
な
か
に
ま
ぎ

れ
て
。
自
然
と
い
う
大
き
な
力
を
改
め
て

感
じ
る
一
冊
で
す
。

●
お
知
ら
せ
●

　

図
書
室
内
の
敷
き
カ
ー
ペ
ッ
ト
の
張
り

替
え
工
事
を
９
月
中
に
予
定
し
て
お
り
ま

す
。
工
期
が
３
週
間
ほ
ど
か
か
り
ま
す
。

そ
の
間
は
、
図
書
室
は
臨
時
休
館
と
さ
せ

て
い
た
だ
き
ま
す
。
ご
迷
惑
を
お
か
け
い

た
し
ま
す
が
、
ご
協
力
を
お
願
い
い
た
し

ま
す
。

短 歌

俳 句

砂
丘

並
び
待
つ
男
子
学
生
一
斉
に

　
　
傘
閉
じ
通
学
バ
ス
に
乗
り
こ
む 

貝
澤
　
圭
子

列
な
り
て
よ
ち
よ
ち
歩
む
雛ひ

な

ど
り
の

　
　
様
に
見
ゆ
る
も
猫
柳
の
花 

涌
井
　
ユ
ミ

緑
風
に
吹
か
れ
心
の
満
た
さ
れ
て

　
　
一
歩
踏
み
出
す
気
力
も
ど
れ
り 

関
谷
　
郁
子

雪
残
る
庭
に
鶯
の
鳴
く
声
す

　
　
春
の
到
る
を
気
付
か
ず
に
ゐ
つ 

恩
田
　
久
美
子

間
髪
を
入
れ
ず
に
豚
肉
ひ
と
切
れ
を

　
　
息こ

子
の
弁
当
に
さ
っ
と
入
れ
や
る 

丸
山
　
直
子

山
独
活
の
天
ぷ
ら
サ
ク
ッ
と
揚
が
り
た
り

　
　
蒲
公
英
添
へ
て
や
う
や
く
の
春 

小
野
寺
　
恒
代

「
あ
ん
ぼ
」作
る
母
の
仕
草
に
重
ね
つ
つ

　
　
捏
ね
て
は
生
地
を
鉢
に
打
ち
付
く 

樋
口
　
康
子

雪
残
る
苗
場
の
峰
を
吹
き
来
た
る

　
　
風
は
汗
ば
む
肌
に
こ
こ
ち
よ
し 

上
村
　
み
な

仏
前
に
朝
茶
を
注
ぐ
こ
の
茶
碗

　
　
「
ダ
イ
ヤ
モ
ン
ド
婚
」と
記
さ
れ
て
あ
り 

内
山
　
キ
ク

生
れ
し
歌
ち
ら
し
の
裏
に
書
き
留
め
て

　
　
読
み
返
し
ゐ
る
夜
の
炬
燵
に 

麻
績
　
初
恵

小
学
校
卒
業
の
孫
を
祝
は
ん
と

　
　
息
子
は
わ
れ
ら
を
招
き
く
れ
た
り 

滝
沢
　
勝
枝

何
事
も
な
く
今
日
一
日
を
過
ご
せ
れ
ば

　
　
よ
ろ
こ
び
と
せ
る
年と

し齢
に
な
り
た
る 

風
巻
　
京
子

残
雪
の
消
え
果
つ
る
日
の
間
遠
き
に

　
　
河
原
柳
の
緑
も
た
ら
す 

月
岡
　
ヨ
リ
エ

「
夕
鶴
」の
舞
台
の
如
き
夕
焼
け
が

　
　
町
焦
が
し
つ
つ
た
そ
が
れ
迫
る 

鈴
木
　
綾
子

穏
や
か
に
朝
の
渚
に
寄
る
波
の

　
　
白
き
水み

な

わ沫
を
撓た

わ

め
ひ
ろ
ぐ
る 

萩
原
　
光
之

長
生
学
園

立
つ
時
も
動
く
時
に
も
ど
っ
こ
い
し
ょ

　
　
掛
け
声
一
つ
で
其
の
日
始
ま
る 

富
沢
　
キ
ミ

新
緑
の
所
ど
こ
ろ
に
残
雪
の

　
　
こ
こ
ぞ
と
ば
か
り
白
に
輝
く
（
十
二
峠
に
て
） 

板
場
　
寛

先
知
れ
ぬ
人
生
な
れ
ば
気
負
は
ず
に

　
　
流
れ
の
ま
ま
に
老
い
を
歩
ま
む 

滝
沢
　
義
正

春
嵐
我
が
町
襲
い
荒
れ
狂
い

　
　
傷
跡
あ
ま
た
残
し
去
り
行
く 

柳
沢
　
チ
ヨ

田
植
終
へ
朝
な
夕
な
に
鳴
く
蛙

　
　
平
和
の
証

あ
か
し

か
自
然
豊
け
し 

島
田
　
眞
之

個
人

胸
う
ち
に
悲
し
み
ひ
み
て
月
を
見
る

　
　
今
宵
涙
が
溢
れ
出
る
か
な 

ス
マ
イ
ル
ホ
ー
ム
こ
た
ね 

清
水
　
貞
子

岩
す
げ
俳
句
会
（
五
月
）

姉し

ま

い妹
と
も
見み

紛ま
が

ふ
親お

や

子こ

春は
る

菜な

つ摘
む 

し
げ
る

気き

ぜ
は
し
き
雪ゆ

き

解げ

雫
し
づ
く

の
昼ひ

る

下さ

が
り 

妙

堰せ
き

落お

ち
て
し
ぶ
き
の
ひ
か
る
春は

る

の
水み

ず 

れ
い
子

一い
っ
せ
い斉
に
空そ

ら

突つ

き
上あ

げ
て
辛こ

ぶ

し夷
咲さ

く 

貞

せ
は
し
げ
な
紋も

ん
し
ろ白
蝶

ち
ょ
う

と
す
れ
ち
が
ふ 

房
良

七な
な
ひ
き匹
の
鯉こ

い

生い

き
て
ゐ
し
水み

ず
ぬ
る温
む 

兎
月

せ
ぎ
ぶ
し
ん
終を

へ
境け

い
だ
い内
の
花は

な

の
宴え

ん 

冬
詩
子

雪ゆ
き
し
ろ代
の
海う

み

へ
海う

み

へ
と
信し

な

の濃
川が

わ 

酔
花

金ま

ん

さ

く

縷
梅
を
か
す
か
に
ゆ
ら
す
風か

ぜ

の
あ
り 

芳
司

初は
つ

桜
ざ
く
ら

初は
つ
ま
ご孫

生う

ま
る
双ふ

た

ご子
か
な 

渡
舟

Pen Relay

広報ライブラリー
今月の１冊

6月 −水
み な

無月
づ き
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水
中
運
動
教
室
に

　
　
参
加
し
て
み
ま
せ
ん
か
？

　
＝
い
つ
ま
で
も
元
気
に
生
活
す
る
た
め
に
＝（
開
始
11
年
目
を
迎
え
ま
し
た
!!
）

　

平
成
13
年
９
月
、
明
治
学
院
大
学
高
橋
賢
一
名
誉
教
授
か
ら
「
津
南
町
を
寝
た
き
り
ゼ

ロ
に
す
る
計
画
」
が
町
に
提
案
さ
れ
ま
し
た
。

　

高
齢
者
の
健
康
増
進
を
図
り
、
健
康
で
元
気
に
農
作
業
や
自
分
の
し
た
い
こ
と
を
一
生
で

き
る
身
体
づ
く
り
を
目
標
に
「
水
中
運
動
教
室
」
が
ス
タ
ー
ト
し
ま
し
た
。

「 水 中 運 動 教 室 」の 三 つ の 効 果

　「水中運動教室」は日常生活動作に必要な「白筋」を強化します。「白

筋」は階段の昇降や転びそうになった時に支える筋肉で、鍛えること

で転倒予防に効果があります。

　「水中運動教室」は水の特性（浮力・抵抗）を利用して、ひざや腰

にかかる負荷を少なく鍛えることで健康寿命を延ばし、元気な高齢者

づくりに効果があります。

　事業を開始後３年が経過した平成 17 年度に、専門家等の協力を得

て事業評価を行った結果、介護保険サービス（施設入所やデイサービ

ス等）の利用状況から、水中運動教室利用者と非利用者では水中運動

教室利用者のかたが「介護保険の利用者が少ない」ことがわかり「寝

たきり予防」効果があることが明らかになりました。

　教室で実施している「健骨体操」は、2種類の体操をしています。「白

筋」を鍛える体操と、「脳を刺激する」体操です。

　脳刺激の体操では、普段の生活ではしないような手足を使った動き

を行い、脳を活性化させます。体操をすると、脳が刺激され、神経細胞を

つなぎ、認知症の原因となる脳障害の予防、障害や老化の始まった脳も

改善します。

■対象者

　・年齢 60 歳以上（平成 25 年 3 月 31 日現在）

　・自力歩行できるかた

■実施内容等

　・内　　容　水中運動・健骨体操（週一回の実施）

　・実施期間　平成 24 年 9 月〜平成 25 年 7 月

　・場　　所　クアハウス津南

　・送　　迎　希望者は送迎有り

　・参　加　費　18,000 円（予定）

　　（教室以外でのプール使用も可 ･･･ １回 200 円）

■申し込み方法

福祉保健課　健康班まで電話するか直接お申し込みください。

■申し込み期限

　平成 24 年 7 月 27 日㈮

■その他

　現在参加しているかたは、別に継続参加申込の通知をいたします。

① 転倒予防に効果あり!!

② 寝たきり予防に効果あり!!

③ 認知症の予防に効果あり!!

平成24年度「水中運動教室」の申込について
〜 リニューアル工事で段差解消!!足腰悪くても大丈夫 〜

梵
字
に
つ
い
て

前
回
の「
阿
弥
陀
三
尊
梵
字
碑
」に
つ
い
て
少

し
ば
か
り
の
内
容
を
書
き
綴
り
ま
し
た
。お
読
み

く
だ
さ
っ
た
か
た
か
ら
、早
速
に
電
話
を
頂
戴
し

ま
し
た
。そ
の
用
件
は
、「
梵
字
」に
つ
い
て
解
っ
て

い
る
こ
と
を
知
ら
せ
て
ほ
し
い
と
の
こ
と
で
し
た
。

私
は
石
仏
調
査
で
梵
字
に
出
会
い
ま
す
と
、な
か

な
か
読
み
解
く
こ
と
が
で
き
ず
、調
査
カ
ー
ド
に

梵
字
と
記
録
す
る
だ
け
に
留
め
て
し
ま
っ
て
い

ま
し
た
。

そ
の
後
、少
し
ば
か
り
勉
強
し
ま
し
た
の
で
、

メ
モ
と
参
照
書
籍
を
頼
り
に
、概
略
を
綴
り
ま
す
。

広
辞
苑（
第
六
版
）に
よ
り
ま
す
と
、「
梵
語
す

な
わ
ち
サ
ン
ス
ク
リ
ッ
ト
語
を
記
す
の
に
用
い
る

文
字
。字
体
は
種
種
あ
る
が
、日
本
で
は
主
と
し

て
悉し
っ
た
ん曇

文
字
を
用
い
て
い
た
」と
あ
り
ま
す
。サ
ン

ス
ク
リ
ッ
ト
語
と
は
、古
代
イ
ン
ド
の
標
準
的
文

章
語
の
こ
と
で
す
。中
国
の
僧
が
サ
ン
ス
ク
リ
ッ

ト
語
で
書
か
れ
た
経
典
を
梵
語
と
読
ん
だ
の
に

由
来
す
る
と
い
わ
れ
て
い
ま
す
。「
梵
」は
清
浄
を

意
味
し
ま
す
。

悉
曇
は
、一
般
的
に
は
梵
字
の
書
体
名
と
し
て

知
ら
れ
て
い
ま
す
が
、「
成
就
・
完
成
」と
い
う
意

味
が
あ
り
ま
す
。こ
の
成
就
・
完
成
と
い
う
こ
と
が
、

密
教
の
教
義
で
は「
仏
の
活
動
」を
表
す
も
の
と

な
り
、単
な
る
書
体
名
に
と
ど
ま
ら
な
い
深
い
意

味
を
持
つ
よ
う
に
な
る
の
で
す
。

中
国
で
は
、唐
代
に
お
い
て
密
教
の
成
立
と
と

も
に
、梵
字
が
密
教
僧
を
中
心
に
研
究
さ
れ
、梵

字
は
た
だ
サ
ン
ス
ク
リ
ッ
ト
の
文
字
を
意
味
す

る
だ
け
で
な
く
、そ
れ
ぞ
れ
の
文
字
が
、尊
像
や

概
念
な
ど
を
表
す
と
さ
れ
る
よ
う
に
な
り
、体
系

化
さ
れ
る
よ
う
に
な
り
ま
し
た
。

日
本
に
お
い
て
、密
教
に
よ
る
悉
曇
学
が
確
立

さ
れ
る
よ
う
に
な
る
の
は
平
安
時
代
以
降
か
ら

で
す
。な
か
で
も
、「
入に
っ
と
う唐

八は
っ

家け

」と
呼
ば
れ
る
最

澄
・
空
海
を
は
じ
め
、常
暁
、円
仁
、慧
運
、円
珍
、円

行
、宗
叡
の
八
人
の
祖
師
が
大
き
な
役
割
を
担
い

ま
し
た
。こ
の
う
ち
空
海
は
、帰
国
後
、梵
字
を
密

教
の
教
義
に
お
け
る
重
要
な
要
素
と
し
て
位
置

付
け
、体
系
化
し
ま
す
。

こ
こ
で
は
、前
回
の
阿
弥
陀
三
尊
の
梵
字
と
釈

迦
三
尊
・
大
日
三
尊
の
梵
字
を
日
本
石
仏
協
会
発

行『
梵
字
入
門
』か
ら
コ
ピ
ー
さ
せ
て
い
た
だ
き

ま
し
た
。

参
考
文
献

『
岩
波
仏
教
辞
典
』中
村
元
外
編
　
岩
波
書
店

『
梵
字
入
門
』梵
字
入
門
編
集
委
員
会
編
　
日
本
石
仏
協
会

『
真
言
・
梵
字
の
基
礎
知
識
』大
法
輪
閣
編
集
部
　
大
法
輪
閣

『
大
法
輪
』平
成
二
十
二
年
十
月
号
　
大
法
輪
閣梵字（悉曇文字）

大
地
の
市
か
ら

大
地
の
芸
術
祭

越
後
妻
有
ア
ー
ト
ト
リ
エ
ン
ナ
ー
レ
２
０
１
２

津
南
あ
〜
と
も
り
あ
げ
隊
が
、

津
南
エ
リ
ア
の
大
地
の
芸
術
祭
に

関
す
る
情
報
を
お
届
け
し
ま
す
！

■
お
問
い
合
わ
せ

　

地
域
振
興
課  

℡
７
６
５-

３
１
１
５

◎
大
地
の
市
の
準
備
着
々
！

　

見
た
こ
と
も
な
い
出
店
ブ
ー
ス
、
そ
し

て
約
50
日
間
と
い
う
長
丁
場
に
も
関
わ
ら

ず
、
楽
し
み
な
が
ら
盛
り
あ
げ
て
い
こ

う
、
と
い
う
出
店
者
さ
ん
が
集
結
。
来
訪

者
に
喜
ん
で
も
ら
う
に
は
ど
う
す
れ
ば
い

い
か
、
会
議
を
重
ね
て
い
ま
す
。

　

６
日
は
実
際
に
作
品
を
設
置
し
、
棚

を
付
け
た
り
、
カ
ゴ
を
吊
っ
た
り
し
て
、

仮
設
の
出
店
ブ
ー
ス
を
制
作
。
実
物
の

ブ
ー
ス
を
前
に
し
て
出
店
者
の
皆
さ
ん
は

「
思
っ
た
よ
り
も
狭
い
な
」「
う
ち
の
商
品

な
ら
ち
ょ
う
ど
い
い
サ
イ
ズ
か
も
」「
こ

こ
に
お
客
さ
ん
に
入
っ
て
も
ら
っ
て
…
」

な
ど
考
え
を
巡
ら
せ
て
い
ま
し
た
。

　

出
店
以
外
で
も
毎
週
末
に
開
催
す
る
イ

ベ
ン
ト
は
週
変
わ
り
で
津
南
ら
し
さ
満

載
。
７
月
に
は
い
よ
い
よ
作
品
の
設
置
作

業
も
始
ま
り
ま
す
。
さ
て
さ
て
ど
ん
な
市

に
な
る
の
か
、
お
楽
し
み
に
！

　

第
５
回
大
地
の
芸
術
祭
の
開
催

ま
で
、
早
い
も
の
で
あ
と
１
カ
月

と
ち
ょ
っ
と
に
な
り
ま
し
た
。

　

作
品
展
開
を
予
定
し
て
い
る
各

集
落
に
は
ア
ー
テ
ィ
ス
ト
達
が

続
々
と
入
り
、
作
品
制
作
も
本
格

化
し
て
い
ま
す
。
中
で
も
今
回
は

大
地
の
市
に
関
す
る
動
き
を
中
心

に
お
伝
え
し
ま
す
！

◎
前
売
パ
ス
ポ
ー
ト
は
郵
便

局
で
も
販
売
中
！
町
民
は

１
，
５
０
０
円
引
き
！

　

パ
ス
ポ
ー
ト
前
売
券
発
売
中
で
す
！

先
月
号
の
広
報
に
同
封
さ
れ
て
い
た
チ
ラ

シ
に
氏
名
な
ど
を
記
入
し
て
持
っ
て
い
く

と
、大
人
１
人
３
，０
０
０
円（
当
日
券
３
，

５
０
０
円
）の
と
こ
ろ
町
民
は
１
，５
０
０

円
割
引
に
な
り
ま
す
。中
学
生
以
下
は
無

料
！
町
内
の
郵
便
局
な
ら
ど
こ
で
も
買
え

ま
す
よ
。

参加者の

“声”
平成 23 年度の申込時（継続参加者）のアンケートでは、次のようなご意見等があり、
参加者の生活の質と体調の改善につながっています。

《生活の質のアップ》
「楽しく参加している」「友達ができて楽し
い」「参加することで元気をもらっている」

《体調の改善》
「参加後は体調がよい」「腰痛が楽になっ
た」「血圧が平常値になった」

津
南
石
造
物
散
歩

つ
ま
り
石
仏
の
会

文
責 

桑
原
和
位

181
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農
業
委
員
会
で
は
、
米
の
消
費
拡

大
の
取
り
組
み
と
し
て
、
津
南
産
コ

シ
ヒ
カ
リ
１
０
０
％
の「
米
粉
」を
作

り
、試
験
販
売
を
し
て
い
ま
す
。

　
米
粉
に
つ
い
て
は
、
Ｊ
Ａ
女
性
部

や
町
生
活
改
善
グ
ル
ー
プ
な
ど
で
も
、

利
用
の
研
究
や
普
及
活
動
が
積
極
的

に
行
わ
れ
て
お
り
、「
津
南
産
コ
シ
ヒ

カ
リ
の
米
粉
が
ほ
し
い
」
と
い
う
声

が
出
て
い
ま
し
た
。

　
３
月
か
ら
検
討
を
は
じ
め
、近
隣

市
町
村
の
加
工
施
設
な
ど
を
回
っ
て

話
を
聞
く
な
ど
、
米
粉
販
売
の
実
態

を
調
べ
、
商
品
化
の
実
現
に
向
け
て

取
り
組
み
ま
し
た
。

　
原
料
米
に
つ
い
て
は
、
農
業
委
員

の
有
志
か
ら
提
供
さ
れ
、
製
粉
さ
れ

た
米
粉
の
袋
詰
め
や
ラ
ベ
ル
貼
り
な

ど
、
全
て
女
性
農
業
委
員
に
よ
る
手

作
業
で
行
い
ま
し
た
。

　
４
月
下
旬
か
ら
、１
袋（
５
０
０
ｇ
）

３
２
０
円
で
、Ｊ
Ａ
生
活
セ
ン
タ
ー
と

竜
神
の
館
、ご
っ
つ
ぉ
市
の
直
売
所
の

３
カ
所
で
販
売
し
て
い
ま
す
。

　
今
年
で
13
回
目
と
な
る
狭
山
市
民

の「
田
植
え
」
体
験
が
６
月
２
日
、
大

井
平
原
の
圃
場
で
行
わ
れ
ま
し
た
。

　
今
年
は
、
大
人
と
子
ど
も
合
わ
せ

て
21
人
が
参
加
し
、
農
業
委
員
と

い
っ
し
ょ
に
、
約
１
反
歩
の
田
ん
ぼ

で
田
植
え
を
し
ま
し
た
。

　
昼
食
は
、
女
性
農
業
委
員
が
用
意

し
た
、
お
に
ぎ
り
、
野
菜
・
山
菜
料
理

を
食
べ
て
い
た
だ
き
、
た
い
へ
ん
喜

ば
れ
ま
し
た
。

　
田
ん
ぼ
に
は
皆
さ
ん
裸
足
で
入
り
、

子
ど
も
た
ち
は
泥
だ
ら
け
に
な
り
な

好
評
！
津
南
産
コ
シ
ヒ
カ
リ

　
　

１
０
０
％
の「
米
粉
」

友
好
交
流
都
市

　
　

狭
山
市
民
農
業
体
験

農
業
委
員
会
の

窓

大地に生きる

　現在、水稲 160a、畑作（カボチャ）40a に取り組んでいます。
津南町の畑作振興の原動力として活躍。加工トマトやアスパ
ラなど、導入当初より長期に渡り栽培し、新規就農者の受け
入れ、担い手の育成にも尽力されました。
　今も夫婦そろって元気にがんばっています。

大口好貞さん(80歳)、キイさん(80歳)

〜
農
業
委
員
会
の
主
な
動
き
〜

【
実
施
さ
れ
た
行
事
】

〔
４
月
〕

　
13
日
　
農
業
者
年
金

　
　
　
　
受
給
者
連
盟
定
期
総
会

　
17
日
　
津
南
町
農
業
改
良
会
議

　
25
日
　
第
10
回
総
会

　
　
　
　
農
業
委
員
会
業
務
研
修
会

〔
５
月
〕

　
25
日
　
第
11
回
総
会

〔
６
月
〕

　
２
日
　
狭
山
市
民
農
業
体
験

【
今
後
の
行
事
予
定
】

〔
６
月
〕

　
　
16
日
〜
28
日

　
　
　
　
　
転
作
現
地
確
認
調
査

　
　
25
日
　
第
12
回
総
会

〔
７
月
〕

　
　
25
日
　
第
13
回
総
会

　
販
売
か
ら
１
カ
月
が
経
ち
ま
す
が
、

売
れ
行
き
は
好
調
で
、
実
際
に
利
用

し
た
人
た
ち
か
ら
、「
今
ま
で
使
っ
て

い
た
米
粉
よ
り
、
上
手
く
料
理
が
で

き
て
味
も
良
い
」
と
た
い
へ
ん
好
評

で
す
。

　
今
秋
は
、
米
粉
用
に
作
付
け
さ
れ

た
コ
シ
ヒ
カ
リ
を
原
料
米
と
し
て
確

保
し
、
米
粉
を
作
り
た
い
と
考
え
て

い
ま
す
。

　
今
後
も
米
粉
の
評
価
を
調
査
し
な

が
ら
、
普
及
活
動
を
継
続
し
て
い
き

ま
す
。

が
ら
、田
植
え
を
楽
し
ん
で
い
ま
し
た
。

　
秋
に
は
稲
刈
り
体
験
を
行
い
ま
す
。

全国農業新聞を読んでみませんか?
　認定農業者などの担い手の育成、地域づ
くり等の話題や、農政・農業の情報が満載
です。
　「全国農業新聞」の購読をおすすめします。
■発　行／毎週金曜日　　
■購読料／月600円
■申　込／農業委員会事務局まで（765-5583）

紹介者　大関和子さん（上加用）

　忙しくて買い物に行く余裕もなく、冷蔵庫に豚ひき肉しかない時、去年収穫したじゃがいもを使い、マーボー豆腐の「じゃがい
も版」を作ってみましたので、ご紹介いたします。

マーボーじゃがいも
アドバイザー通信

我が家の
ごっつぉ

こ
ん
に
ち
は
。
相
談
員
を
務
め
さ
せ
て
い

た
だ
き
今
年
で
７
年
目
を
迎
え
ま
し
た
。

自
立
へ
の
道
を
歩
む
津
南
町
に
一
組
で
も
多
く

の
家
族
が
誕
生
す
る
こ
と
を
願
い
な
が
ら
活
動

さ
せ
て
い
た
だ
い
て
お
り
ま
す
。

　

結
婚
は
一
生
に
一
度
の

大
イ
ベ
ン
ト
で
す
。
一
生

の
こ
と
だ
か
ら
パ
ー
ト
ナ

ー
は
自
分
に
最
も
合
う
人

を
見
つ
け
た
い
…
…
そ
ん

な
貴
方
の
力
に
な
り
た
い

…
…
相
談
員
一
同
誠
意
を

持
っ
て
一
大
イ
ベ
ン
ト
で

あ
る
結
婚
へ
の
「
か
け
は

し
」
に
な
れ
る
よ
う
に
、

努
力
し
て
い
き
た
い
と
思

っ
て
い
ま
す
。 結婚相談員から

を込めて
愛

　

出
会
い
の
機
会
が
少
な
い
と
い
う
か
た
…
ふ

れ
会
い
の
場
を
た
い
せ
つ
に
し
た
い
と
思
っ
て

い
る
貴
方
…
ま
ず
は
行
動
し
ま
し
ょ
う
！
一
歩

踏
み
出
し
ま
し
ょ
う
！
そ
し
て
、
多
く
の
出
会

い
の
中
か
ら
伝
わ
っ
て
く
る
生
き
る
面
白
さ
、

ほ
ん
の
少
し
の
気
持
ち
の
変
化
に
よ
り
広
が
る

人
間
関
係
で
、
出
会
い
に
前
向
き
に
な
れ
る
、

ワ
ク
ワ
ク
エ
ネ
ル
ギ
ー
を
見
つ
け
て
パ
ワ
ー
チ

ャ
ー
ジ
し
ま
し
ょ
う
。
そ
こ
で
…
ち
ょ
っ
と
宣

伝
さ
せ
て
い
た
だ
き
ま
す
。

　

７
月
に
は
、
お
日
様
の
下
で
の
パ
ー
テ
ィ
ー

を
私
達
相
談
員
が
願
い
を
込
め
て
計
画
し
、
準

備
を
始
め
て
い
ま
す
。
独
身
の
皆
様
、
ぜ
ひ
参

加
し
て
く
だ
さ
い
ね
。
も
し
か
し
て
、
素
敵
な

出
会
い
が
あ
る
か
も
し
れ
ま
せ
ん
よ
♥

　

な
お
、
相
談
員
は
当
事
者
の
良
識
あ
る
交
際

及
び
そ
の
秘
密
保
持
に
つ
い
て
は
責
任
を
持
っ

て
行
動
し
て
お
り
ま
す
。
安
心
し
て
ど
ん
な
些

細
な
こ
と
で
も
結
構
で
す
の
で
、
気
軽
に
声
を

掛
け
相
談
く
だ
さ
い
。

6月の結婚は「ジューンブライド」とい
われ、特に「幸せになれる」といわれています。いい
出逢いを心から願っている相談員の1人、山岸さん
からのメッセージをお届けします。

ま
ず
は
行
動
を
！

＜材料＞

　・じゃがいも 4 個　・にんにく １かけ

　・しょうが １かけ　・ねぎ 1 本

　・豚ひき肉 100 ｇ　・トウバンジャン 小さじ１

　・酒、しょうゆ（各大さじ２）

　・中華スープの素 少々

　・サラダ油 少々　　・片栗粉 少々

　・ごま油 少々

＜作り方＞

①じゃがいもは皮をむいて、1.5センチの角切りにし、硬

ゆでにする。（レンジでも可）

②みじん切りにしたにんにく、しょうが、ねぎをサラダ油

で炒め、香りが出たら豚ひき肉も入れて炒める。

③トウバンジャンも②に加えて炒め、水をひたひたに入れ、

酒、しょうゆ、中華スープの素を入れ、煮立たせる。

④加熱したじゃがいもを入れ、１、2分煮込む。

⑤水とき片栗粉でとろみをつけ、ねぎの青みを入れ、ごま

油で香りをつけてできあがりです!(^^)!

※苦しまぎれに考えて作ったわりには、家族に好評でしたよ
(*^_^*)

結
婚
相
談
員　
　

山
岸
君
江
（
下
加
用
）



戸 籍 の 窓

福崎綜
そう

士
し

（大割野） 純基さん

 亜紀さん

藤木蒼
そうすけ

介（大井平） 博さん

 恭子さん

山岸桜
さ ら

楽（段野団地） 秀哉さん

 佑季子さん

鈴木悠
ゆう

太
た

（相吉） 正人さん

 恵理奈さん

石橋初
うい

華
か

（陣場下） 祐太さん

 洋美さん

石澤蓮
れん

太
た

（駒返り） 祐樹さん

 あい子さん

栁澤美
み

月
つき

（反里） 理さん

 博美さん

阿部花
はな

俐
り

（谷内ファームハイツ）

 正樹さん

 千里さん

原　璃
り

仁
ひと

（鹿渡） 敬史さん

 有希さん

岡村カノさん	 （91歳・秋成）

吉野松治さん	 （87歳・恵福園ほくぶ）

丸山トラさん	 （104歳・中深見）

山田カノさん	 （91歳・所平）

鈴木正明さん	 （70歳・船山新田）

藤ノ木利江さん	 （92歳・大割野）

大島富子さん	 （82歳・恵福園）

滝沢秀一さん	 （94歳・赤沢）

樋口 江さん	 （92歳・朴木沢）

関口　 優さん （卯ノ木）
福原　絵美さん（外丸） ｝

■人口10,834（−9）　男5,275（−2）　女5,559（−7）

■世帯数3,656（1）　■転入／ 15　■転出／ 19　■出生／ 11　■死亡／ 16　■婚姻／ 36月1日現在（　）内は前月比

津 南 町 の 人 口

予約受付中 !
当日受付も可

※ただし定員になり
　次第締切ります7月 【なじょもん☎765-5511】

日	時 プログラム 金額 対	象

1日㈰ 9:00〜 身近な薬草 400 低学年から

7日㈯ 10:00〜 そば打ち 800 中学年から

8日㈰ 13:30〜 アンギン編み 1,000 高学年から

14日㈯ 13:30〜 器作りパートⅡ 600 低学年から

15日㈰ 13:30〜 陶芸（皿作り） 800 中学年から

16日㈷ 13:30〜 器作りパートⅡ 600 低学年から

21日㈯ 9:00〜12:00 水辺の生物観察会　　野外 500 低学年から

22日㈰
10:00〜 米粉ピザ 800 低学年から

13:30〜 アンギン編み 1,000 高学年から

※友の会の皆さんは半額です。

○夏季企画展Ⅰ
　「縄文とつとつ　jomon×art」
　7月14日㈯〜 8月19日㈰
　｢とつとつ｣とは、｢驚

きょう

嘆
たん

する｣という

意味があります。縄文文化に驚嘆した

現代アート作家が、縄文文化をテーマ

に現代アートを展開します。展示する

作品に驚嘆してもらいたいという意

気込みも込められています。

　会場は、企画展示室ほか、地域ギャ

ラリーや館外へも波及します。

　縄文の息吹を感じながら現代アー

トをご覧ください。

○夏季企画展Ⅱ　「町まるごと博物館展」
　7月14日㈯〜 8月19日㈰
　今年も、津南の水辺の生物を水槽にてご覧いただきます。

　｢津南ぶらり旅〜上野編〜｣や｢津南の湧水探検｣、｢小松原の謎を探る｣など体験実

習で実施した調査の成果もご報告いたします。

○津南學講座のお知らせ
　7月7日㈯13：30〜 15：00
　『善光寺地震から学ぶ』　降幡　浩樹先生
　江戸時代に発生した｢善光寺地震｣について講演いただきます。

　入館・参加料は無料で、申し込みも不要です(定員30名)。

　皆様のご参加をお待ちしております。

○『津南学』創刊号の刊行のお知らせ
　津南の自然、文化、民俗、歴史など津南の魅力を凝縮した

本が刊行されました。

　農と縄文の体験実習館や文化センターにて1,500円(税抜

き)で頒布中です。

〇夏季期間アルバイト募集！！
　夏季期間、なじょもんのお手伝いをしてくれるかたを募集します。

興味があるかたは、なじょもんまでご連絡ください。

■期間/7月21日㈯〜8月19日㈰　■主要業務/体験補助

■募集人数/若干名

■勤務時間/8：30〜17：15（週4〜5日間）

『津南学』創刊号
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この紙は
再生紙を
使っています

表
紙
の
写
真
　
千
曲
川
信
濃
川
親
水
協
議
会
の
企
画
で
、

津
南
を
流
れ
る
大
河
「
信
濃
川
」
を
ゴ
ム
ボ
ー
ト
で
下
る
ラ
フ

テ
ィ
ン
グ
イ
ベ
ン
ト
が
行
わ
れ
ま
し
た
。
参
加
者
は
、
川
を
通
じ

て
交
流
を
深
め
る
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。（
関
連
記
事

：

５
頁
）


